(i)YAIVIAHA 


フ□ントサラウンドシステム 

YAS-101 


I ヤマ八製品をお買い上げいただきまして、まことにあり 
I がと5ございまず。 

1■製品を正しく安全にお使いいだた<ために、ご使用前に本書 
i をよくお読みください。お読みになったあとは、保記書と共 
にいつでも見日れるところに大切に保管してください。 

■保話書に「購入曰、販売店名」が正しく記入されていること 
を必ずご確認 < ださい。 


保罰書別添付 


取扱説明書 














安全上のご注意 

ご使用の前に、必ずこの「ま全上のご注意」をよ<お読み<ださい。 


ここに示したま意事項は、製品をままに正しくご使用いただき、お客様や他のち々への危害 
や財産への損害を未然に防止ずるためのちのです。必ずお守り <ださい。 

お読みになったあとは、使用される方びいつでを見られる所に必ず保管して<ださい。 

■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意味びあ D ます。 


/K 瓜 

「ごま意ください J という注意喚起を示しまず。 

0®®®® 

「〜しないでくださし、」という「禁止」を示しまず。 

0® 

「必ず実行してください」という強制を示します。 


■ 「警告」と「ま意」について 


し U 下、誤った取り扱いをすると生じることび想定される内容を、危害や損害の大ささと切迫の程度を明示するた 
めに、「警告」と「ま意」に区分して掲載しています。 


A 警告 


この表示の欄は、「死 t する可能性または重傷を負う可能性び想定される」内容でず。 


電源/電源コード 


〇 電源プラグは、見える位置で、手が届<範囲 

のコンセントに接続ずる。 

万一の墙合、電源プラグを容易に引さ抜<ため 
必ず実行 です。 


を 

プラグを巧く 


下記の場をには、ずぐに電源を切0、電源プ 
ラグをコンセントか日巧く。 

♦ 異常なにおいや音がずる。 

♦異常に高温になる。 

♦ 内部に水や異物び混入した。 

♦煙び出る。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因にな0 
ます。 


0 電源 コードを傷つけない。 

♦ 重いちのを上に載せない。 

♦ ステープルで止めない。 

禁止 ♦加工をしない。 

• 熱器具には近づけない。 

♦ 無理な力を加えない。 

お線がむさ出しのまま使巧すると、火災や感電 
の原因にな0ます。 


〇 

必ず実行 


必ず AC100V (50/60HZ) の電源電圧で 
使用する。 

それな外の電源電圧で使巧すると、火災や感電 
の原因にな D ます。 


〇 

おず実行 

本機の （!） キーでスタンバイ状態にしてら、 

本機はまだ通電：!犬態にありまず。 

本機を完をに電源か日切0離ずためには、電 
源つー ドをコンセントか5巧いてください。 

I 電池 


每 

電池を充電しない。 

電池の破裂や液ちれにより火がやけびの原因に 
なります。 

を 

電池か5ちれ出た液には直接軸れない。 

液び目や□に入ったり、巧膚についたりした場 
合はずぐに水で洗い流し、医師に相談してくだ 
さい。 

每 

電地を加熱•分解した0、直射日光にさ6し 
たり、火や水の中へ入れない。 

破裂や液ちれにより、火がやけびの原因になり 
ます。 

分解禁止 

巧巧禁止 

分解•改造は厳禁。キャビネットは絶対に開 
けなし、 

火災や感電の原因になりまず。 

修理-調整は販売店にご依頼ください。 
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巧 置 

xS \ 

本機を下記の場所には設置しない。 

戀 

• ミ 谷室.台所.海岸.水辺 
• 加湿器を過度にさかだた部屋 

水めれ禁止 

参雨や雪、水びかかるところ 

水の混入により、乂がや感電の原因になります。 

0 

放熱のため本機を設置ずる際には： 

• なやテープルクロスをかけない。 

• じゅラたん-カーぺット①上には設置しない。 

禁止 

• 仰向けや横倒しには設置しない。 

• 通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 
(本機の周囲にちち1 cm、 上已 cm、 背面已 cmLU 
上のスぺ ースを 確保ずる。） 

本機の内部に熱びこちり、火がの原因になります。 

使用上のを意 

0 

禁止 

開□部などに異物を入れたりしない。 

火がや感電の原因になります。 


〇 

化ず実行 

本機を落としたり、本機が破損した場合に 
は、必ず販売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使巧すると、火災や感電の原因にな D 
ます。 


雷が鳴りはじめた 5、 電源プラグには軸れない。 

感電の原因にな D ます。 

接軸禁止 


每 

本機の上には、花瓶*植木鉢•コップ-化粧 
品•薬品*□ウソクなどを置かない。 

水や異物び中に入ると、火がや感電の原因にな 

D ます。 

接軸面び経年変化を起こし、本機の列装を損傷 
する原因にな0ます。 

お手入れ 

〇 

おず実行 

電源プラグのコやほこりは、定期的にとり 
除く。 

ほこ0びたまったまま使巧を続けると、プラグ 
びショートして火災や感電の原因にな D ます。 


A C 牛この表示の欄は、 r 傷害を負う可能性または物的損害が発生ずる可能性が想定される」 

/!\ /±/胃\解でず。 

V_ J 


電源/電源コード 

を 

ブラクを巧く 

長期間使用しないと去は、必ず電源プラグを 
コンセントか6抜く。 

火がや感電の原因になります。 

(§) 

めれた手で電源プラグを巧き差ししない。 

感電の原因になります。 

めれ手禁止 


每 

電源プラグを抜くときは、電源コードをひつ 
ぱ6ない。 

コードび傷つ舌、火がや感電の原因になります。 

〇 

がず実行 

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実 
に差し込む。 

差し込みび不充分のまま使用ずると感電したり、 
プラグにほこりび堆積して発熱や火災の原因に 
なります。 

每 

電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがある 
コンセントは使用しない。 

感電や発熱および火災の原因になります。 


電池 

〇 

おず実行 

電ミ也は極性表示（プラス+とマイナスー)に 
従って、正しく入れる。 

間違えると破裂や液ちれにぶ0、义災やけびの 
原因にな0ます。 

を 

指定！■: i がの電池は使用しない。また、種類の 
異なる電池や、新しい電池とちい電池を混ぜ 
て使用しない。 

破裂や液ちれによ D 、 火災やけびの原因にな D 
ます。 


電ミ也と金属片をいっしょにポケットやバッグ 
などに入れて携帯、お管しない。 

電池がショートし、破裂や液ちれにぶ D 、 火災 
やけがの原因にな0ます。 

每 

電池を加熱•分解したり、乂や水の中へ入れ 
ない。 

破裂や液ちれにぶ0、火災やけびの原因にな0 
ます。 

〇 

化ず実行 

使い切った電池は、ずぐに電池ケースか日取 
りがず。 

破裂や液ちれによ D 、 火災やけびの原因にな D 
ます。 


(AV-i) 2/3 




























〇 

使い切った電池は、自治化のを例または取り 
ミ夫めに従って廃棄ずる。 

おず実行 


〇 

電池は幼児の手の届かない巧に保管する。 

□に入れた D すると危険です。 

おず実行 


〇 

おず実行 

長時間使用しない場合は、電池をリモコンか 
5巧いておく。 

電池び消耗し、電池から液漏れび発生し、 U モ 
コンを損傷ずるおそれびあ 0 ます。 

設置 

尽 

不を定な場所や振動ずる場所には設置しなし、。 

本機び落下や転倒して、けびの原因にな D ます。 

§ 

直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くな 
る場所（暖房機のそばなど）には設置しない。 

本機の列装び変形した D 内部回路に悪影響び生 
じて、火災の原因にな 0 ます。 

尽 

ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

ほこ 0 の巧積にぶ 0 ショートして、火災や感電 
の原因にな D ます。 

A 

機器を接続する場合は、接続する機器の電源 
を切る。 

ま意 


〇 

おず実行 

接続する AV 機器政がの電気製品とはでをる 
だけ離して設置ずる。 

本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品 
に障害をあたえるおそれびあ 0 ます。 

移動 

を 

プラグを巧く 

移動をするとをには電源スイッチを切り、ず 
ベての接続を外ず。 

接続機器び落下や転倒して、けびの原因にな D 
ます。 

コードび傷つを、火災や感電の原因にな 0 ます。 

使用上のを意 

〇 

おず実行 

再生を始める前には、音量（ボリューム）を 
最ルにする。 

突然大さな音び出て、聴覚障善の原因になります。 


每 

音が重んだが態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、火がの原因になります。 


環境 温度が急激に変化したとを、本機に 結露 
が発生することがありまず。 

正常に動作しないとさには、電源を入れない状 
態でしばら < 放置して < ださし、 

<§> 

業務用機器とは接続しない。 

デジタルオーディオインターフェース規格は、 
民生用と業務用では異なります。本機は民生用 
のデジタルオーディオインターフェースに接続 
する目的で設計されています。業務巧のデジタ 
ルオーディオインターフェース機器との接続は、 
本機の巧障の原因となるばかりでなく、スピー 
カーを傷める原因になります。 

リモコン 


水やお茶などの液体をこぼさない。 

巧障の原因になります。 


落としたり、強い衝撃をちえたりしない。 

巧障の原因になります。 

每 

下記のよラな場所に置かない。 

♦風呂場の近くなど、湿度が高いところ 
♦暖房器具やストーブの近<など、温度が高い 
ところ 

♦極端に寒いところ 
参ほこ 0 のをいところ 

火がや巧障の原因になります。 

お手入れ 

〇 

手入れをすると走には、必ず 電源 プラグを巧く。 

感電の原因になりまず。 

かず実 巧 



薬物厳禁 

ベンジン-シンナ ー• 合成洗剤等で外装をふ 
かない。また接点復活剤を使用しない。 

列装び傷んだり' 部品が溶解することがあります。 

每 

手入れずるとをは、柔日かい巧で乾な:走ずる。 
合成先剤や化学ぞう去んで巧いたりしなし、。 

色びはげたり、列装び損傷ずることびあります。 
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目巧 


同旧のを巧詔する . ……2 

フ□ントパネル . 2 

設置する . ……..3 

接続ずる . 4 

操作ずる . 6 


お巧みのサウンドを楽しむ . 7 

こんなとをは . 9 

本機の動作表示（インジケーター） . 11 

困つたとをは . 12 

主な仕様 . 14 


本機でできること 

• 定位感に厦れた高品位なサラウンド再生 （AIR SURROUND XTREMEjf 載） ..... 原 P. 7 


• ナレーシヨンやセリフを聞定巧りやず<ずる（クリアボイス機能） . ^ P .7 

• を祖間やま組と CM との音量差を捕正（ユニボリューム煤能） . 恆 ^ P. 7 

• テレビリモコンで本機を操作（テレビリモコンぎ習機能） ... 防 P. 10 


■本書の記載について 

.本書では、本体と I 」モコンのどちらでち操作でさる場合は、 U モコンでの操作を中むに記載しています。 
.いぶこ」では、知っておくと便利な補足情報を記載しています。「ご注意」では、安全に関する重要な注意事 
項と操作方法を記載していまず。 

. 本書は製品の生産に先びけて印刷されています。製品改良などの理由で、実隙の製品と仕様び一部異なる場 
合びございますのでご了承ください。 


音を楽しむエチケット 

楽しい音楽ち時と場所によっては大変気になるをのです。隣近所への配慮を十分にしましよラ。静かな夜間に 
はルさな音でちよく通り、特に低音は床や壁などを伝わりやす<、思わ说ところに迷惑をかけてしまいまず。 
適当な音量をむびけ、窓を閉めるなどして使巧しましよう。 

音楽はみんなで楽しむをの、お互いにむを配り快適な生ま環境を守りましよラ。 


1 Ja 





















同堀物を確認する 


ご使用になる前に、同捆品びすべてそろっていることを確認してください。 



60 ろ 



リモコン：1個 



取付用テンプレート：1個 



光ファイバー 
ケースレ：1本/ 1.5 m 


スぺーサ ー :吕個 



単4乾電池： 2本 


フ□ントパネル 



のインジケーター 

システムの状態を表示します。（恆 ' P . 1 1) 


已秒ほど本機を操作しなかった場合、インジケーター 
は自動的に暗くなります。（オートディマー機能） 

⑤本機リモコン受光部 

本機1」モコンのホ列線信号を受信します。 


感)テレビリモコン受光部 

テレビリモコンの赤外線信号を受信します。 

@ INPUT 

再生する機器を選択します。 

⑥ V 0 LUME (+/ -) キー 

音量を調節します。 

® の（電源） キー 

電源のオン/ スタン) くイを切り替えます。 


艺 Ja 

















































テレビの前に設置 

脚部をはずしてテレビの前に設置 （ l ^ p . 日） 
壁に取り付けて設置 


• 本体を BD レコーダーなどの 上 や下に直接置かないで< 
ださい。本体の振動により外部機器の故障につながる恐 
れびお0ます。 

•設置状況によっては、テレビや BD レコーダーなどの外 
部機器を接続してから本体を設置したほラびよい場合ち 
あります。一度仮置さをして設置状況を確認し、設置と 
接続のどちらから行ラか決定することをおすすめします。 

I お手入れの際は、乾いた柔らかい巧（メガネおさ用ク〇 
スなど）をご使巧ください。 

I 本体前面および底部のサランネットには手をかけないで 
<ださい。 

I 本体の背面でテレビを傷つけないよラに、テレビから 
己 cm iU 上離して本体を設置してください。本体背面の 
壁掛け用金具は取りはずすことびできます。 


3 


本体をネジに掛けて設置する。 




本体を壁に取り付ける 


本体背面の取付金具を使用して壁に設置します。 


本体を壁に設置する際は、専門の業をまたは販売店 
に依頼して<ださい。お客様ご自身で作業を行わな 
いでください。設置方法を間違えると、本体び落下 
し、けびの原因になります。 


• しっくいやベニヤ板のよラな弱い材費の壁には設置しな 
いで<ださい。本体び落下する原因になります。 

• 本体を十分にをえられる市販のネジを使巧してください。 

I 設置する前に、ネジを確認してください。規定（手順2 
を参照）に満たないネジや<ざ、両面テープのご使巧は 
本体び落下する原因になります。 

• 本体設置の際は、ケーブル類を必ず固定して<ださい。 
誤って手や足に引っ掛かると、本体び落下する原因にな 
ります。 

•設置後、本体びしっかりと固定されていることを確認し 
てください。誤った設置により起きた事故について、弊 
社は責任を負いかねますのでご了承ください。 


壁に付属の取付用テンプレートを取り巧け、ネ 
ジ位置の印をつける。 


テープまたは 
画びよラ 


-ネジ位置 


設置イメージ 

例1 


例3 



^取付用テンプレートを取りはずし、印をつけた 
位置に市販のネジと付属のスペーサーを取り付 
ける。 


を！ 




スぺーサー（已 mm ) - 


直径7〜 9 mm 1 



2〜 4 mm 


ごま意 


設置ずる 


12 3 
巧例仍 


3 Ja 





































































接続する 


. 電源コードは、ずべての接続び完了してから接続してください。 

• ケープルプラグや端子に損傷をあたえる原因にな0ますので、プラグを差し込む際に強い衝撃をあたえないよ 
ラにしてください。 


テレビと接続ずる 


本機はテレビから出力される音声を再生します。 

BD レコーダーなどの機器とテレビを接続し、音声びテレビで再生されることを確認してください。詳し<は 
テレビや巨 D レコーダーなどの取説を参照してください。 

その後、下図に従ってテレビと本機を接続してください。 


BD レコーダー 


衛星放送チューナー 



■テレビの設定 

接続を完了したら、本機を操作前に下のよラにテレビを設定してください。 

• テレビの音量は最かにして<ださい。 

. テレビの設定六ニューでテレビの蔵のスピーカーからの音声出力をオフにすることびでさる場をは、オフに設 
定してください。 


4 Ja 























































































を続する 


ごぶ'-その他の接続について 


し U 下の場合には、目 D レコーダーや衛星放送チューナーなどの機器を本機と直接接続してください。 

. 4ページの接続方法では、日 D レコーダーや衛星放送チューナーなどの機器の音声び本機から再生されない場合 
. テレビに目 D レコーダーや衛星放送チューナーなどの機器を接続するための音声入力端子びない場合 


外部ヴプウーファーを使用ずる場合は、「が部サブウーファーを使用する」 （^ P . 日）を参照し、本機の設定を変 
要してください。 



* システム接続端子のあるヤマ八製サブウーファーと本機を接続すると、ヴプウーファーの電源を本機の電源と連 
動させることびでをます。その際は、ヤマ八製サブウーファーに付属しているケーブルを使用して<ださい。 


5 Ja 
















































操作する 


すべてのケーブル接続と U モコンの準備び完了したら、「基本の操作」の手順に従い再生操作を行ってください。 


U モコン 



'① 


'② 


I 


③- 


感- 






① (!) （電源） キ ー :電源のオン/スタン y くイを切り 
誓えます。 

( D 入カキー：再生する機器を選択します。 

③ユニボリユームキ ー ：ユニボ U ユーム のオン/ 
オフを切り替えます。（恆 ' P . 7) 

@ク11アボイスキー：ク U アボイスのオン/オフ 
を切り誓えます。 P . 7) 

⑤ リップシンクキー：映像と音声のタイ S ング調 
藝びできるよラになります。 （》^ P . 8) 

⑥ D 音声を重キー:主音声/副音靑/主音声+副音 
声を切り誓えます。 （^ P . 8) 

@サラウンドキー/ステレオキー：ヴラウンド再 
生/ステレオ再生を切り誓えます。 （"^ P . 7) 
⑥ヴブウーファー （+/—) キー：ヴブウーファー 
音量を調整します。 （ i ^ P . 7) 

® 音量 （+/ —）キー：音量を調整します。 

枯 P . 7) 

{@消音キー：消音のオン/オフを切り替えます。 
柄 P . 7) 


I 本機リモコンに電池を入れる 

電池を入れる前や U モコンを使ラ前に、「安全上のご 
注意」の「電池」および「リモコン」をよくお読みく 
ださい。 



■本機リモコンの操作節囲 

操作の隙は、 U モコンホが線送信部を本体 U モコン受 
光部に向けます。 IJ モコン操作び可能な範囲は、本体 
から已 m じ(内です。 
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お巧みのサウンドを楽しむ 


基本の操作 


1テレビの電源をオンにずる。 

2本機リモコンの TV キーを押して本機の入力を 
テレビに切り替える。 

本機からテレビの音び再生されます。 INPUT 

INPUT インジケーターは緑色に点巧しま I 

す。知 P. 11 ) 'が 

3巳 D レコーダーなどを 使用ずる場含は、テレビの 
入力を切り替える。 


ごぶこ BD レコーダーなどを本機の音声入力端子に 
接続した場合の再生 

1テレビの映像入力を BD レコーダーなどの 映像 
に切り替える。 

と本機リモコンの BD/DVD キーまたは STB キー 
を巧して本機の入力を切り曾える。 

選択した入力に応じて INPUT インジケーターび 
点灯します。 （i^P .]1) 

3再生を開始ずる。 


か部機器についての詳細は、ご使用の機器の説明書をご覧 
<ださい。 


お巧みのサウンドを楽しむ 


觀ンド/ステレォ再生を切り 


サラウンド再生： ヤマ八独自の音場創生技術 A 旧 
SURROUND XTREME を巧いて臨場感のある音響効 
果を楽しむことびでをます。 

ステレオ再生： 2ch ステレオで再生します。 


サラウンド再を 

ステレオ再生 

巧。ンド SURROUND 

ステレす SURROUND 

( ぐ^) ■ 

項 □ 

^ 消口 

緑色 


抑える 


テレビを視聴中、 L ソ下のよラな場合に、過大な音量の 
差を補正して聞さやすくします。 

. チャンネルを切り替えた 
• 番組から CM へ変わった 
• ま組び終わって次の番組び始まった 


音量を調整ずる 

音量 （+/ —） キーを 押ず。 


皿 D 
DTS 

SURROUND CLEAR VOICE UNIVOLUME AAC 


□ □ 



下がる 


□ □ 

上がる 


□□D DTS 冉 AC インジケーターの点な色び言量の調璧 
値によって変化します。ルさめの音量のと走は緑色、 

中<らいの音量のとをはオレンジ色、大さめの音量の 
とさは赤色に点灯します。 


ごま意 


□□D DTS AAC インジケーターが赤色に点打しているとさ 
は大きめの音量に設定されています。周囲の迷惑になった 
り、ちへの負担にならないよラにご注意ください。 


一時的に消音にするには消音キーを巧しま 
す。消音を解除するには再度消音キーを巧 
すか音量 （+/ —）キーを巧します。 



UNIVOLUME 



やず < ずる（クリアボイス） 


映画やドラマ、スポーツ中継の実況や解説などの音声 
を聞を取りやすくします。 


CLEAR VOICE 



サブウーファー音量を調整ずる 


サブウーファー （+/-) キーを押してほ音を 調藝 
する。 

□□D DTS 冉 AC インジケーターの点灯色び低音の調整 
値によって変化します。標準値（初期値は曰）のとを 
はオレンジ色、標準よりルさいとをは緑色、標準より 
を大をいとさは赤色に点なします。 
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お巧みのサウンドを楽しむ 


1慌5徽 P 胃^^ 


画面と音声びずれる場合に、音声の出カタイ S ングを 
遅らせることにより調整します。 


U ップシンクキーを 3 秒上巧して、 
リツプシンク調璧モードに入る。 


INPUT 



SURROUND CLEAR VOICE UNIVOLUME 
□ □ □ 


緑色に点滅（が P .11) 




□□ PLE 


□ 


主音青と副音声を切り替える 


BS / 地上デジタル放送のち音声および副音声の再生を 
切り替えることびでさます。 


D 音声を重キーを繰0返し巧して、ま 
音声/副音声/を音青+副音声を切り 
替える。 



切り替え時の点滅の色によってどの音声で再 UUD 

生しているのかを確認できます。 P . 1 1) DTS 

主音亩：緑色 AAC 

副音亩：ホ色 .1., 

主音青+副音声：オレンジ色 


2 サブウーファー （+/-) キーを巧して、遅延時 
間を調整ずる。 （+ を巧すと、遅延時間び長くな 
る） 



SURROUND CLEAR VOICE UNIVOLUME 
□ □ □ 



遅延時間が長くなる 

国—！ — 国 ■! 

遅延時間び短くなる 


□□ PLI 


□ 


□□D DTS AAC インジケーターの点灯色び遅延時間の 
値によって変化します。遅延時間が短めのとさは緑 
色、遅延時間び中< らいのとをはオレンジ色、遅延時 
間び長めのとをはホ色に点灯します。 

3 リップシンクキーを巧して、リップシンク調整 
モードを終了ずる。 


ご、おこ 

本機を何ち操作しない状態び20秒政上続いた場合、自動 
的に調整モードを終了します。 
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こんなとをは 


夕本部サブウーファーを使用ずる 


本機はヴプウーファーを内蔵していますび、市販のサ 
ブウーファーを使用することをでをます。「その他の 
接続について」 （ P ^ p . 已）を参照し、アンフ内蔵のヴ 
ブウーファーを接続して<ださい。 


内蔵サブウーファーと外部サブウーファーは同時に使用で 
さません。 


テレビの前に本体を置いたとを、本体びテレビの U モ 
コン受光部を隠してしまい、テレビ U モコンでの操作 
び効かないことびあります。そのとをは、まずじ(下の 
二つの方法でテレビ U モコンび効くよラになるかを試 
して < ださい。 

© 本体の位置を前後をちに動かす 
⑤脚部をはずして本機の高さをおくずる 



• テレビリモコン中継機能を使用してちテレビリモコンが 
効かない場合は、再度本体を前後左右に動かして<ださ 
い。 

• 本機の電源びスタンバイのとさでちテレビ U モコン中継 
機能は有効です。 


ごま意 


ネジをはずしたあとは、脚部とネジは大切に保管してくだ 
さい。 


I テレビリモコン中継機能を使用ずる 

これらの方法で解ましない場合、本体前面で受信した 
テレビ U モコン信号を本体背面の旧フラッシャーか 
らテレビに中継する機能（テレビ U モコン中継機能） 
をしソ下の手順で利用することびでさます。 



本機の電源をスタンバイにずる。 

本体 VOLUME +キーと本体のキーを両方巧し 
てか5、&キーを巧に離し、：夕に VOLUME + 
キーを離ず。 

テレビ U モコン中継機能のオン/オフび切り替わ 
ると同時に本機がオンになります。 

下図のよラに CLEAR VOICE インジケーターび点 
巧するので、正しく設定び切り替わっているかご 
確認ください。（な P . 1 1) 



機能オン 

機能オフ 

CLEAR 

V日に E インジ 
ケーターの状 
態（電源を才 
ンにした直後 

2秒間の表示） 

CLEAR VOICE 
□ 

消な 

CLEAR VOICE 

,■、 

< I 、 

緑色 


• 初期設定はオフです。 

• 再度本機の電源をスタンバイ^オンにすること 
により、現状の設定を確認することびでをます。 


本機の電源をスタンバイにずる。 

本巧 VOLUME —キーと本体&キーを両ち押し 
てから、 の キーを巧に離し、巧に VOLUME - 
キーを離す。 

内蔵サブウーファーと外部サブウーファーび切り曽 
わると同時に本機びオンになります。 

下図のよラに SURROUND インジケーターび点灯 
するので、正しく設定び切り替わっているかご確認 
<ださい。（降 P . 1 1) 



内蔵サブ 

が部サブ 


ウーファー 

ウーファー 

SURROUND 
インジケー 
ターの状態 

SURROUND 

'■、 

SURROUND 

□ 

(電源をオンに 

/ I 、 

した直後2秒 
間の表示） 

緑色 

消灯 


• 初期設定は内蔵サブウーファーでの再生です。 

. 再度本機の電源をスタンバイ^オンにすること 
により、現状の設定を確認することびでをます。 


レビの前に本体を設置したとを） 


ごま意 


ごま意 
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こんなとをは 


テレビリモコンで本機を操作ずる 
(リモコン学習機能） 

テレビ I 」モコンの操作を本機に学習させて、テレビ U 
モコン ーつで 操作することびでさます （U モコン学習 
機能）。テレビのリモコンで操作でをる機能は UTF の 
3つです。 

.音量ダウン 
•音量アップ 

• 電源のオン/スタンバイ 

ご、おこ 

この機能に対応しないテレビ U モコンがある場合は、本機 
付属の I 」モコンをご使巧くださし、。 

1 テレビと本機の電源をスタンバイにずる。 

2 本体 INPUT キーと本体 (!) キーを両方押してか 
5、のキーを制こ離し、次に INPUT キーを離ず。 

本機び U モコン学習設定モードに INPUT 

なる。 ■ 

/ I 、 

ホ色に点滅 


3 学習させる機能に応じて本体のムソ下のキーを巧 
ず。 


学習させる機能 

本体のキー 

緑色に点滅ずる 
インジケーター 

r 音量ダウン」 

VOLUME - 


r 音量アップ」 

VOLUME+ 


r 電源オン/スタ 
ンバイ切り曽え」 

(!) 



4 緑色に点滅ずるインジケーターが点灯に変わる 
まで、本体リモコン受光部に向けてテレビリモ 
コンのボタンを2回または3回巧ず。 



学習に失敗したとさ 

UNIVOLUME、CLEAR VOICE. SURROUND び同 
時に点滅し、約3秒後に消なします。 

5 手順3、4を繰り返して3つずベての機能を学習 
させる。 

6 本体のキーを3秒間押し続けて、リモコン学習 
モードを終了ずる。 

インジケーターびすべて緑色に点巧したら、のキー 
から手を放してください。本機はスタンパイにな 
ります。 


ごま意 


.本機び U モコン学習設定モードのときに、本機を何ち操 
作しない状態が己分な上続いた場合、自動的に電源びス 
タンバイになります。 

. 学習に失敗する場合は、テレビの電源を切った状態で、 
再度お試し<ださい。テレビ画面の光びリモコン学習に 
影響することがあります。 


f 受輔 i 接 リモ〕ンの機能を 


1 本機の電源をスタンバイにする。 

2 本体 INPUT キーと 本体む キーを ロロ〇 

両方巧してから、 の キーを 巧に DTS 

離し、巧に INPUT キーを 離ず。 AAC 



ホ色に点滅 


3 本体 INPUT キーを3秒 LU 上巧し続ける。 

4 □□□ DTS AAC インジケーターび点滅した5 
本体 INPUT キーを離ず。 

U モコン学習を終了する場合、また、続けて別の 
テレビ U モコンの機能を学習させる場合でち、本 
体むキーを3秒間押し続けてリモコン学習モード 
を終了してください。 


本機を巧期設定に戻ず 


本機の操作びでをなくなったとさなどに、本機の設定 
を全て初期化して工場出荷時の状態に戻すことで問題 
び觸決する場合びありまず。 

1 本機の電源をスタンバイにする。 

2 本体&キーを3秒む上押す。 

全インジケーターび緑色に点ミ威します。 


INPUT S 肌 ROUND CLEAR VOICE UNI 帅 LUME AAC □□ PL 正 



3 本体のキーを離ず。 
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本機の動作表示（インジケーター) 


□□PL II 


囲： 

2 ch ステレオ 
信号入力で、 
サラウンド再 
生のとを 


起動直後の表示 


本機の状態によって起動直後のインジケーターわ'んソ下のよラに表示されます。 


ヴプウーファーの再生 
知 P . 日） 

テレビリモコン中継機能 
片 P . 曰） 

インジケーター 

内蔵サブウーファー 

オフ 

III irmi II irmi i i irm 

III irmi II irmi 11 irm 

III irmi II irmi 11 irm 

外部サブウーファー 

オフ 

rmi II 1 1 irmi 1 1 irm 
rmi II1 1 irmi 1 1 irm 
rmi_ II1 1 irmi 1 1 irm 

内蔵サブウーファー 

オン 

rmrmi ii i i irmi i i i 
rmiTni 1111 irmi 111 
rmiTni 1111 irmi 111 

外部サブウーファー 

オン 

囲□□囲旧囲 


設定モード時の表示 


設定モードになったとさのインジケーター表示は L ソ下のよラになります。 


設定モード 

インジケーター 

U ップシンク調整モード （1^ P . 8) 

间 mmnh * 

テレビ U モコン学習モード（防 ' P .10) 

□ innnnnh * 


’学習済みの機能びある場合は、対応するインジケーターび点好します。 


通常時の表示 


囲: TV 入力 


: BD/DVD 
入力 


: STB 入力 


□:スタンバイ 


SURROUND 


囲:為 r 


I □:ステレオ 
再生 


CLEAR 

VOICE 


囲：ク I 」アポ 
イスをオン 


□:ク U アボ 
イスをオフ 


UNIVOLUME 


囲:ユニボ 
U ューム 
をオン 


□:ュニボ 
U ューム 
をオフ 


回/回/后1:ミュート時 


□□D DTS 
AAC 


囲 : Dolby 
Digital 


□ : PCM 


: DTS 
Digital 
Surround 


: MPEG 2/ 
AAC 



再ドでドを 
才さンカンと 
レとゥ入ゥの 
テのラ号ラ生 
U ス生サ信サ再 
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困つたとをは 


ご使用中に本機び正常に動作しなくなった場合は下記の点をごお認ください。 

対処してを正常に動作しない、または下記 Lii 外で異常び認められた場合は、本機の電源を切り、電源プラグを损 
いて、お買い上げ店または巻末の「お問い合わせ窓□」にあるご相談センターにお問いをわせください。 

まず UTF の点を確認してください。 

1本機、テレビ、再生機器（巨 D レコーダーなど）の電源ケーブルのプラグびコンセントにしっかりと接続され 
ている。 

2本機、テレビ、再生機器（巨 D レコーダーなど）の電源び入っている。 

3各機器間のケーブルび端子にしっかりと接続されている。 


症が 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

電源が 突お切れてしま 弓。 

電源コードびしっかり接続されていない。 

電源コードをコンセントにしっかりと差 
し込んでください。 

4 

内部マイコンび列部電気ショック（落雷 
または過度の静電気）によりフ U — ズし 
ている。 

コンセントから電源プラグを扳レてくだ 
さい。約30抄後にをラー度差し込み、 
電源を入れて < ださい。 

- 

本機を巧ち操作しない状態び]2時間け 
上続いた場合、自動的に電源びスタンバ 
イになります。 


- 

スピーカー か 5 音责ぴ出ない。 

スピーカーの音量び小さい。 

スピーカーの音量を調節してください。 

7 

消音されている。 

1」モコンの消音キーを巧して消音を解除 
し、音量を調節してください。 

7 

再をしたい入力び正しく還ずれていない。 

再をしたい入力を正しく還んでください。 

7 

サラウンド感ぴ得 6 れない。 

ステレオで再生してレる。 

サラウンドキーを巧して、音響効果をか 
けて再生してください。 

7 

抵音ぴ出ない/が部ヴプウー 
ファーか 6 音び出ない。 

サプウーファーの音量び小さい。 

サプウーファーの音量を調節してください。 

7 

内蔵/列部サブウーファ…の還択び反対 
になっている。 

使巧する内蔵/列部サブウーファーを正 
しく選択してください。 

白 

再をしているソースにサブウーファー 
チャンネルの信号や低音信号び含まれて 
いない。 


- 

(外部サプウーファーに設定していると 
き）本機とサブウーファーを接続する 
ケープルびはずれている。 

本機と外部サブウーファーをサブウー 
ファー巧ピンケーブルで接続してください。 

己 

勝手に音量び下がっていた。 

突然大音量が出力されるのを防止するた 
め、次回電源オン/スタンバイや入力の 
切り曽え時にある一定の音量に抑えられ 
ます。 

元の音量に戻してください。 

7 

本機び正常に動作しない。 

内部マイコンび列部電気ショック（落雷 
または過度の静電気)、または電源電圧の 
ほ下によりフ U — ズしている。 

電源をスタンバイにし、コンセントから 
電源プラグを巧いてください。約30秒 
後にちラー度差し込み、電源を入れてく 
ださい。 

- 

デジタル機器や高周波機器か 
6 の巧音を受けている。 

本機とデジタル磯器や高周波機器の設置 
場所び近すざる。 

本磯とそれらの機器を離して設置してく 
ださレ。 

- 

U モコンで操巧で击ない。 

リモコンの操作範囲外で操作している。 

1」モコンの操作範囲について詳しくは「本 
機 U モコンの操作範囲」をご覧ください。 

巨 

受光部に曰光や照明（インバーター壁光な 
やストロボライトなど）び当たっている。 

照明' または本体の向きを変又てください。 

- 

乾電池び消耗している。 

乾電池を交換してください。 

巨 

本機の音量と同時にテレビの 
音量を大をくなってしまラ。 

学習済のテレビ U モコンからの信号をテ 
レビ本体で受光している。 

再度、テレビの音量を最ルにしてくださ 
し、。また、テレビに内蔵スピーカーの音 
声出力設定びある場合は OFF にしてくだ 
さい。 

- 

本磯 U モコンを使って音量を調節してく 
ださい。 
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ちつたとまは 


症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

音量やサブウーファー音量、 

リッフシンクの調整び変化し 
ない。 

調璧值び最材 i または最小値に達している。 


7、8 

テレビリモコンを本機に学習 
さだることびでさない。 

本機の费光部に日光や照明び当たっている。 

本機の角度を変えてください。 

- 

テレビ画面の光び U モコン信号を妨害し 
ている。 

テレビのコンセントを抜いてから再度本 
機に学習させて < ださい。 

- 


テレビ U モコンの乾電池び消耗している。 

乾電池を交換して < ださい。 

— 


学習させる際にボタンを巧す長さび短い。 

学習させるテレビ U モコンのボタンを、 

1秒間巧す^1砂間離す^1秒間巧す、 

の順に巧して < ださい。 

10 


す网応の U モコンを本機に学雲させている。 

付属の1」モコンで本磯を操作してください。 

10 


テレビ U モコンを適切な位置で操作して 
いない。 

本機から 30cm 程誦し、本機の1」モコン 
受光部に向けてテレビ U モ コンを操作し 
てください。 

10 


1」モコン学習設定モードになっていない。 

INPUT インジケーターび赤色に点滅して 
いるのを確認してから操作して < ださし、。 

10 

本機にテレビリモコンの電源 
キーを学習させた場合に、本 
襟とテレビの電源び逆になつ 
てしまラ。（例：テレビび才 
ンになるのに、本機はスタン 
パイになる） 

元ぐ電源の状態び逆になっている。 

テレビ本体の電源キーと本機の電源キー 

を押して両方オンにしたあと、テレビ U 
モコンの電源キーを巧してテレビと本機 
をスタンバイにしてください。 

10 

テレビリモコン中継機能を使 
用してをテレビのリモコンび 
機能しなし、。 

本機とテレビび遠ずぎる、または近ずぎる。 

本体の旧フラッシャーとテレビの黃光部 
の位置を調整し、 ち ラー 度 試して<ださ 
い。 

白 



本臟脚部をはずした0付けた0してちラ 
一度試してください。 

白 


本磯とテレビのあいだに障害物びある。 

本職とテレビの間の物を取0除いて<だ 
さい。 

- 


テレビ U モコン中継機能びオンになって 
いない。 

本機を再び起動しなおしてインジケー 
夕一の点な状態を確認して < ださい。 

白 


テレビ1」モコン中継機能に非巧巧の1」モ 
コンを使用している。 

本磯の脚部をはずすなど、本磯びテレビ 

U モコン受光部を隠さないよラに設置し 
てください。 

白 

3 D メガネぴ機能しない。 

本機びテレビの 3D メガネ巧発信部を隠 
している。 

テレビの取扱説明書を参照して 3D メガ 
ネ用発信部を確認し、受発信部び隠れな 
い位置に本臟を移動して < ださい。 

- 

テレビ画面びゆびむ。 

プラウン管テレビに本磯を近づけすざて 
いる。 

本磯をテレビから離してください。 

- 


し U 下の症状び出た場をは、ヤマ八修理ご相談センターへお問合せ<ださい。 


症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

電源が突綱巧れ、 INPUT イ 
ンジケーターび点滅している。 

保護回路び作動した。 

^^^^ 

- 
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をな仕様 


出力端子 

• ヴブウーファー出力 . 

• サブウーファーシステムコントロール 


総台 

•電源電圧 . AC 100 V . 已日/6日 Hz 

• 消費電力 .22 W 

•待機消費電力 . 日.已 W 拟下 

• 寸法（幅 X 高さ X 奥行さ） 

脚部含む . 890 X 107 X 120.5 mm 

• 質量 .4.2kg 

* 仕様、および外観は、改良のため予告な<変更すること 
びお0ます。 


入力端子 

.光デジタ J レ . 2個 （ TV 、 巨 D / DVD ) 

• 同軸デジタル . 1個 （ STB ) 


アンプ部 

• 定格出力 

フ□ント L / R ( lkHz 、 lo / oTHD 、60).... 24 W +24 W 

サブゥーファー ( lOOHz 、1% THD 、30)........48 W 

• 実巧最大出力 

フ□ント L / R ( lkHz 、 100/〇下 HD 、60) 

.30 W +30 W 

サブウーファー (1 日 OHz 、 100/〇下 HD 、30)...... 日日 W 

スピーカー部 

• スピーカー お式 

フ□ント L/R . 密閉/非防磁型 

サブウーファー . バスレフ/非防磁型 

• ユニット 

フルレンジ . 日.己 cm コーン X 吕 

サブウーファー .7.5 cm コーン X 2 

• インピーダンス 

フ□ント L/R . 60 

サブウーファー . 30 

• 再生周波数帯域（一 lOdB 、 ステレオモード） 

フ□ン I - L/R . 1已 OHz 〜 20 kHz 

サブウーファー .50 Hz ~1己 OHz 


本機はヤマ八独自のバーチャルサラウンド技術 「 A 旧 
SURROUND XTREMEJ を搭載しております。定位感に 
優れた高品位な7.1ご11ヴラウンド再をを本体1台のみで 
実現します。 

田 DOLBY 

DIGITAL I 

ドルビーラボラトリーズからの実施権により製造されてし、 
ます。 Dolby 、 ドルビー、 PR 日 L 日 G におよびダプル D 
記号□□は、ドルビーラボラト U — ズの商標です。 


Digital Surround 

DTS および DTS Digital Surround はデジタルシアター 
システムスの登録商標です。 


帆 fVo 山 me 


「ユニボリューム」 「 UniVolume 」 は、ャマ八株式会社の 
商標です。 


巧 

AAC 


AAC □ 3マークはドルビーラボラト 
U —ズの商標です。 


固固 
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お問い合わせ窓口 


ヤマ八 AV 製品の傑能や取日巧いに関するお問い合わせ 

■ヤマ y \お客様コ S ユ ニケーシヨンセンター 
オーディオ*ビジュアル機器ご相談窓 □ 

(を国其通} 黨〇已 70-01 1-808 

全国どこか日でを市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記香号におかけください。 

TEL (0 已 3) 460-3409 

干 430-8 目50静岡県おが市中区中お町 10-1 
受付；月〜金曜日10:00〜1致日〇 ±曜日10:00〜17:00 
(日曜、祝日およひセンター指定の休曰を除 <) 

■ ホームシアター-オーディオ サ ポー トメ ニュー 

お害墙か日富せ5れるよくあるご質問をまとめておりますので、ご善 
考にしてくだごい。 

http://jp.yamaha.com/support/audio-visual/ 


ヤマ八 AV 製品の修理、ヴービスパーツに関する 
お巧い合わせ 

■ヤマ A 修理ご相談センター 

を ! 錦レ ^ 0570-012-808 

全国どこか5でも巿内通話料金でご和巧いただけます。 

携帯電話. PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけください。 

TEL (0 已 3) 460-4830 

受付：ち〜金曜日 9:00-18:00 ±曜日目:00〜17:00 
(日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 


FAX でのお田い合わせ 

北海道、栽ヒ、関東、甲信越地域にお性まいのお客様 
(03) 5762-2125 

九州、沖撤中国、四国、お幾、東氣化陸地域におはまいのお客様 
(06) 646已 -0367 


侵巧品お持ち込みを □ 

受付：月〜金曜日9:00〜17:4已 

(±曜、日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 

j ヒ海道〒日日 4-8 巳43札幌市中央区南1〇条西1 T 目 1 -50 
ヤマ A センター巧 
FAX (011) 己 12-6109 

首都圏〒1 43-0006 東京都大田区平和島2了目1 - 1 
京浜トラックターミナル内14号棟 A- 已 F 
FAX (03) 已 762-2 12曰 

を古屋干 4已4-日832名古屋市中川区富船町 4T 目 1-1 1 
ピアノ運送(株)名る屋営業所1 F 
FAX (0 已 2) 363-己903 

大阪 〒巳已 4-0 日24大販市化な区島屋扫 -2-82 

ユニバ_サル.シティ；□幸ビル日 F 
FAX (06) 646己-0374 

九! m 〒日 12-8 已08福岡市博多区博を駅前 2T 目1 1-4 

FAX (092) 472-2137 


*を巧、住所、電おを号、 URL などは変更になる場合ぴあ D ます。 


巧証とアフターサービス 

サービスのごを頼、お問い合わせは.お買い上げ店、またはヤマ A 
修理ご相談センターにご連絕ください。 

♦ 保証期間 

製品に添付されている巧証書をご覧<ださい。 

• 保証期間中の慢理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただをまず。詳しくは 
保証書をご覧ください。 

• 保証期間が過ざているとさ 

修理によって製品の機能び維持でさる場合にはご要望により有料 
にて修理いたします。 

• 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するたゆの料金です。 

技術ちの人件費、技術教育費、測定機器等設楠費、 

一般管理費等び含まれていまず。 

部品巧 修理に使巧した部品代金です。その他修理に付帯ずる 

部材等を含む場合をあ0ます。 

出張料 製品のある場巧へ巧術ちをが 遣す る場合の費巧でず。 

別途、駐車料金をいただ<場合びありまず。 

• 補修用性能部品の最ほな有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後8年でず。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部 
品です。 

♦ 製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼されるとさは製品の巧態をでさるだけ詳しくお 
知らせ<ださい。また製品の品番、製造番号などちあわせてお巧 
5せくださし、。 

X 品蚕、製造番号は製品の背面をしくは底面に表示してあ D ます。 

• スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電 
気部品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますの 
で、エージングの差による音色の違いび出る場合びありまず。 

•摩耗部品の交換について 

本機には使用年ちとともに性能び奚化する摩耗部品。記参欄び使 
用されています。摩诗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用時 
間等によって大きく異なります。 

本機を末永く安定してご愛巧いただくためには、定期的に摩耗部 
品を交換されることをおすすめします。 

摩辑部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ \修理ごネ目餘セ 
ンターへごネ目談くださし、。 



摩耗部品の一例 

ボリュームコント□-ル、スイッチ-リレー類、接続端 デ、 ランスベルト、 
ピンチ□ーラー.磁気ヘッド、光ヘッド、ター漂など 


Xこのページは、安全にご便用いただくために AV 製品全般について記載し 
てお D ます。 

ホ年ご使用の裂品の点巧を！ 


こんな症状はありませんか？ 

I J • 電源コード-プラグび異常に熱い。 

• ]ゲくさい臭いびする。 

参電源コードに深いキズか変形びある。 
愛情点検 ♦製品に触れるとピリピ U と電気を感じる。 

参電源を入れてを正常に作動しない。 

参その他の異常 • 故障びある。 



ずぐに使用を中止して<ださい。 

事故防止のため電源フラグをコンセントからおを、 

必ず販売店に点横をごな頼<ださい。 

なお、点検-修理に要する費巧は阪売店にご相談くださし、。 


わマ八株式舍社 

干430 -8 巨已〇お松市中区中ミ尺® T10-1 












◎ 2011 Yamaha Corporation 


■ V 7 マ八 株式を社 

Printed in Malaysia WY 86460 -1 


